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1-5-3：Collaborative は「協調性」で

はない

2-1-2：手段に集中、目的を忘れる
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2-6-2：隣の事に気がまわらず

3-1-1：普通の日本語で考えよう

3-3-1：我々は情報責任を果たしてい

るか

3-4：数値目標の暴走をどう防ぐか

4-4：「システム内製」こそ理想の姿

4-5：“ 技術の暴走 ” に社長が備えて

おくこと

谷島氏も述べておられるが、あ
るトピックスに目が行った場合、
関係する参考文献を読みたくなる。
この本にはそれが多くしめされて
おり、より深く背景等勉強をする
場合にも有効であろう。

　　　　　　　　　（新谷勝利）

談でも議論でもない対話である。
この対話の方法は簡単そうで、

なかなか難しい。リラックスした
環境で、互いの違いを理解しつつ、
話をしなければならない。特に日
本人は自分のことについて、照れ
ずに説明し主張することが苦手で
ある。しかし、対話を通じた組織
活性化については、日本企業の事
例が多く紹介されている。ソフト
ウェア開発のプロセス改善におい
て、この対話という方法は非常に
有効だと感じた。私がまたプロセ
ス改善に従事することがあれば、
対話を重視した改善活動をしたい。

本書の最後には対話による新た
な学びとして、学びのサードプレ
イスについて紹介されている。近
年は、技術者コミュニティや IT 勉
強会が多くなっている。このよう
なインフォーマルでパブリックな
学びの場が、これからのソフトウェ
ア開発を高度化させてくれると期
待している。

（渡辺登）

最近フェイスブックで情報を入
手することが多いが、この本もそ
うである。書籍情報注文サイトを
見て翌日には自宅に配達されてい
る。この本は、大学卒業後 30 年近
くも IT の技術動向、ベンダー、ユー
ザーの技術者、経営者と接してき
た谷島氏にしか書けないトピック
スが満載である。まずは書評者が
一読した後に読者に目を通してい
ただきたいと思ったものを以下に
目次の章番号で列記する。もちろ
んこれは書評者の思いであり、皆
さんにはどこから読んでもらって
もさしつかえはない。この本は何
回も読み直したくなるものである。

目次は２段落なので、その章の
何番目のトピックスかを示し、特
定のトピックスにジャンプできる
ように３段落にて紹介している。

ソフトウェア開発を取り巻く環
境は大きく変化している。ビジネ
ス、自社やアライアンス含む組織、
個人の仕事や生活など、環境は絶
えず変化している。ソフトウェア
開発に必要な知識を学び、スキル
をつけること、そして組織活動の
方向性やノウハウを共有し徹底す
ることは難しくなっている。

本書は、学びや組織としての考
えや知識の共有には、対話（ダイ
アローグ）が有効であると説く。
これまでは知識や思いを一方的に
説明すること、○○ウェイとして
スローガンを掲げることやストー
リーテリングで伝える方法も行わ
れてきた。しかしお客様の求める
ものが多様化するだけでなく、組
織のメンバーの価値観も多様化し
ており、これまでの情報伝達方法
では期待する成果が得られないこ
とが多くなっている。

こんな時代には価値観や立場の
違いを前提として、リラックスし
た環境での対話が有効である。雑
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